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地域包括支援センター千束だより 
№.11 2023 年さくらまつり特別号 

（年 2 回発行予定） 

大田区地域包括支援センター千束 

（田園調布医師会） 

〒145-0061 大田区石川町 2-7-1 

TEL  :03-3728-6673 

Fax  :03-3728-6735 

Email: 

shiencenter@dencho-med.or.jp 

 

 

 

♪ある～ひ、もりのなか～ 

① ②さんが・・♪ こたえはうらです。 

 

 

毎号、リレー形式のコーナー。前号で千束特別出張所阿部所長が 

「何足ものわらじを履いてご活躍なさっている方」と紹介して下さった 

大岡山北口商店街自治会会長 

大岡山北口商店街振興組合副理事長  横尾様 のインタビューです。 

         今行っている活動を教えてください。 

横 「早朝清掃活動を毎朝 4 時過ぎから 6 時くらいまで続けています！」 

「長く商売していたのですが、その頃から、ゴミが散らかっている 

なぁと思い、店前だけでなく、範囲を広げて掃除をしています。」 

         早朝に行っているのはどうしてですか？ 

横 「昼は駅前で人通りが多いから、早朝に変更したんですよ。」 

「以前は喫煙所が無く、駅ロータリーに吸い殻がよく落ちていたんです。」 

「大岡山北口商店街振興組合理事長や、区環境課、警察とも協議して、喫煙所の設置の

許可が下りたんです。」「地元で責任持って掃除して下さいと言われましてね、理事長

と 2 人で早朝に掃除をしています。」 

         お二人での活動はご負担はないですか？ 

横 「地域の方で、“早起き会”のメンバーが居るんです。 

毎週土曜日掃除をしてもらえて、秋は特に助かっています。」 

「喫煙所が出来てもポイ捨てはある。吸い殻がなくなる 

事が夢です。」「どなたでもいいから、一人でも二人でも 

清掃活動に加わって下さるといいなぁ。」 

キレイな街に「ありがとう」と言ってもらえると、励みになるんですよ。」 

   

 

 

 ☆千束地域でキラリと光る 

活躍されている方のご紹介★ 

 

 

今回は一部の

み掲載。 

次号へつづく 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       編集後記 ～ホッとひと息コラム～ 

今回は、大岡山さくらまつりに出店させていただくことになったので、「特別号」を作って

みました。普段お目にかかる機会の少ない方々の手元へ少しでも届いていたら嬉しく

思います。（編集：S＆O）    クロスワードの答えは ①く ②ま 

こんなことをしています 

見守り KH 

☆大田区見守りキーホルダー 

大田区区内在住の 65 歳の方であればどなた

でも申し込めます。 

事前に『緊急連絡先』や『医療情報』等を登録

し、外出先で突然倒れたり、迷子になってし

まった等の緊急時に警察や消防、医療機関等

との照合に役立つ仕組みです。 

転ばぬ先の杖・お守りの一つとして、登録し

てみてはいかがでしょうか？ 

登録窓口は、当センターとなっております。

詳細については上記の番号までご連絡くだ

さいませ 

 

地域包括支援センター千束は、大田区から委託されている 

６５歳以上の方々の、公的な相談窓口で、専門職が６名在席しています。 

ご相談は無料、秘密は厳守いたします。 

管轄住所：大田区北千束 1・2・3、南千束 1・2・3、石川町 1・2、上池台 1 丁目 

 

＜窓口時間 月～金：9 時～19 時 土：9 時～17 時＞ 

お問合せ：０３－３７２８－６６７３ 

 

地域包括支援センターって何を相談するところ？ 

 父が転ぶことが増え

ているのだけど、ど

うすれば良いかしら 

近所でよく見かける方が、物忘

れがひどくなっているような

んです。私が相談したことは内

緒にして欲しいのですが。 

趣味のテニスに行けなく

なったの。近くで運動を出

来るところはありますか。 

肺炎で入院して、

介護保険申請を勧

められたので教え

てください。 

先日、実行委員として参加しました！ 

地域ふれあいの会 

地域の高齢者の集い、交流する場として、地

域の皆様が実行委員となり、H14から継続。 

 

 

 

 


